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六
篠
会
員
の
皆
様
、
社
会
に

お
け
る
き
び
し
い
道
を
お
元
気

で
御
活
躍
、
御
精
進
の
こ
と
深

甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
発
行
し
ま
し

た
こ
の
「
会
報
３
号
」
で
、
全

神
大
卒
業
生
の
共
同
利
用
の
場

と
し
て
「
神
大
ク
ラ
ブ
（
会
館
）
」

の
構
想
と
、
会
館
建
設
の
た
め

の
募
金
会
が
発
足
す
る
旨
を
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
何

の
連
絡
も
な
く
、
い
っ
た
い
神
大

全
学
同
窓
会
の
共
同
体

陣

ク
ラ
ブ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
御
心
配
の
方
も
多
い
か
と

存
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
後
の
経

過
を
述
べ
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
学
友
会
」
構
想
の
発
端
は
、

最
近
の
卒
業
生
は
入
学
当
初
、

教
養
部
で
一
緒
に
教
育
を
受
け

て
い
る
関
係
上
、
卒
業
し
て
か

ら
の
各
学
部
毎
の
同
窓
会
活
動

よ
り
も
、
神
大
全
体
の
意
識
が

強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り

蕊
蕊
蕊
躍
驚
辮
蕊
？
漁
霧
駕
ゞ

獺

即
屯

－

ま
す
。

凌
霜
会
（
経
済
・
経
営
・
法
同

窓
会
）
と
Ｋ
Ｔ
Ｃ
（
工
同
窓
会
）

は
社
団
法
人
化
さ
れ
て
お
り
、

神
緑
会
（
医
同
窓
会
）
も
目
下
法

人
化
を
研
究
し
て
お
り
、
教
育

学
部
同
窓
会
は
旧
師
範
系
の
甲

陽
会
を
は
じ
め
と
す
る
３
つ
の

同
窓
会
レ
ェ
ロ
同
合
併
す
る
な
ど
、

各
学
部
毎
に
家
庭
の
事
情
が
夫

々
異
な
る
た
め
、
同
窓
会
の
全

学
一
本
化
は
大
変
む
つ
か
し
い

会
長
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欣
一

問
題
が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
学
部
同
窓
会

が
共
同
出
資
し
て
、
神
大
ク
ラ

ブ
の
よ
う
な
会
館
を
建
て
て
、

先
ず
共
同
利
用
を
始
め
る
の
が

神
大
全
体
の
同
窓
会
活
動
と
し

て
好
ま
し
い
と
云
う
意
見
に
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

具
体
案
と
し
て
は
、
神
戸
三

宮
の
新
聞
会
館
８
階
に
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
が

完
成
す
れ
ば
全
学
、
各
学
部
同

窓
会
の
各
種
会
合
や
卒
業
生
の

生
涯
教
育
、
市
民
大
学
講
座
等

に
活
用
出
来
る
と
し
て
、
募
金

委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に

一
旦
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
（
会

報
前
号
時
点
）

し
か
し
、
実
際
運
営
段
階
で

赤
字
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
か
と
運
営
計
画
な
ど
を
種
々

慎
重
に
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

拙
速
で
は
ど
う
も
う
ま
く
行
き

そ
う
に
な
い
と
云
う
こ
と
と
、

新
聞
会
館
側
の
工
事
受
付
締
切

り
期
限
の
切
迫
も
あ
っ
て
、
こ

の
新
聞
会
館
の
借
入
計
画
を
見

送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
計
画
を
白
紙
に
戻

し
て
、
９
学
部
の
同
窓
会
代
表

が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か

ら
改
め
て
毎
月
定
例
的
に
集
っ

て
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
新

し
い
構
想
の
も
と
に
素
晴
し
い

ク
ラ
ブ
を
実
現
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
既
に
叫
回
の
学

友
会
懇
談
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

そ
の
経
過
の
主
な
も
の
を
あ

げ
れ
ば
次
の
通
り
で
す
。

⑩
、
全
学
各
学
部
同
窓
会
の
共

同
体
と
し
て
、
「
神
大
学
友
会
」
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の
組
織
を
固
め
る
。
先
の
募
金

計
画
の
際
、
趣
意
書
と
共
に
検

討
し
た
学
友
会
々
則
を
差
し
当

り
そ
の
ま
、
あ
て
る
。

②
、
学
友
会
々
長
を
、
凌
霜
会

（
経
済
・
経
営
・
法
同
窓
会
）
理

事
長
の
大
谷
一
二
氏
（
東
洋
紡

会
長
）
に
お
願
い
し
、
受
諾
さ
れ

た
。
会
計
は
当
分
の
間
、
同
じ

く
凌
霜
会
事
務
局
長
の
増
田
健

一
氏
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

し
、
会
計
監
事
に
Ｋ
Ｔ
Ｃ
（
工

同
窓
会
）
の
近
沢
輝
男
氏
（
熊

田
工
務
店
常
務
取
締
役
）
に
お

願
い
す
る
。

⑥
、
学
友
会
と
神
大
当
局
と
の

関
係
を
強
化
す
る
為
、
第
８
回

懇
談
会
以
後
、
各
同
窓
会
は
、

学
友
会
懇
談
会
の
当
番
月
に
夫

々
当
該
学
部
長
の
御
出
席
を
願

う
こ
と
と
す
る
。

即
ち
、
凌
霜
会
当
番
月
（
第

９
回
）
に
は
、
河
本
法
学
部
長
、

則
武
経
済
学
部
長
、
海
道
経
営

学
部
長
、
藤
田
経
済
経
営
研
究

所
長
の
４
先
生
が
出
席
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｃ
の
当
番
月
（
第
ｕ
回
）

に
は
堯
天
学
長
、
松
本
工
学
部

長
が
出
席
さ
れ
た
外
、
今
ま
で

に
須
田
前
学
長
、
岩
井
医
学
部

長
は
じ
め
各
学
部
長
の
御
出
席

が
一
巡
し
て
い
る
。

剛
、
わ
が
六
篠
会
も
第
６
回
と

第
哩
回
の
懇
談
会
を
主
催
し
、

第
吃
回
に
は
西
羅
学
部
長
に
御

出
席
願
い
、
「
酒
こ
ぼ
れ
話
」
の

講
演
を
し
て
い
た
蚕
い
た
。
六

篠
会
と
し
て
は
会
長
及
び
幹
事

長
（
新
家
氏
）
は
な
る
べ
く
毎
回

出
席
す
る
よ
う
に
し
、
そ
の
外

の
役
員
の
方
々
に
も
交
替
で
出

席
願
っ
て
他
学
部
同
窓
会
の
役

員
の
方
々
と
の
交
流
を
行
っ
て

い
る
。
（
既
出
席
者
、
東
・
前
川

・
氷
上
・
中
田
・
寺
井
各
氏
で

未
出
席
の
幹
事
の
方
々
に
も
順

次
出
て
い
た
ざ
い
て
雰
囲
気
を

つ
か
ん
で
い
た
づ
く
予
定
。
）

⑤
、
シ
、
ノ
エ
ー
フ
ー
ズ
㈱
の
御

好
意
に
よ
り
、
「
金
龍
閣
」
「
バ
ー

グ
」
等
で
の
神
大
関
係
者
の
飲

食
費
の
５
％
を
協
賛
金
と
し
て

学
友
会
に
還
元
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
学
友
会
々
計
に
現
在
約

百
二
十
万
円
が
積
立
て
ら
れ
て

い
る
。以

上
が
「
神
大
学
友
会
」
の

経
過
で
あ
る
が
、
今
後
も
各
学

部
間
の
意
志
の
疎
通
を
図
り
な

が
久
五
館
実
現
の
為
、
話
し
合

い
が
続
け
ら
れ
る
の
で
、
六
篠 ’

会
員
各
位
の
御
意
見
、
御
希
望

を
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

×
×

×

最
後
に
支
部
に
つ
い
て
の
お

願
い
を
一
つ
。

兵
庫
県
に
在
職
す
る
六
篠
会

員
数
が
百
十
名
に
達
し
た
の
を

期
に
、
去
年
９
月
妬
日
舞
子
ビ

ラ
に
お
い
て
、
「
県
六
篠
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
六
篠
会
の

最
大
の
職
域
支
部
と
し
て
、
今

後
の
活
躍
を
心
よ
り
期
待
す
る

も
の
で
す
。
既
に
酒
造
関
係
の

「
延
喜
会
」
な
ど
の
活
動
も
あ
り
、

今
後
支
部
活
動
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
特
に
神
戸
市

職
や
東
京
支
部
な
ど
の
支
部
結

成
を
是
非
実
現
し
て
い
た
ぎ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

六
篠
会
員
各
位
の
御
活
躍
と

御
多
幸
を
お
祈
り
し
な
が
ら
、

「
神
大
学
友
会
」
の
経
過
報
告
の

筆
を
お
か
せ
て
い
た
Ｆ
き
ま
す
。

こ
の
博
士
課
程
の
大
学
院
の

創
設
の
構
想
及
び
計
画
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
昭
和
乳
年
度
に

発
刊
さ
れ
て
い
る
六
篠
会
報
第

３
号
で
記
述
し
た
。

昭
和
印
年
に
、
こ
の
大
学
院

の
検
討
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、

幾
多
の
難
関
を
乗
り
越
え
て
、

神
戸
大
学
の
組
織
概
要

‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
依
冨
学
軒
究
赴
一

農
学
研
究
科

博
士
修
士

大
学
院

一
神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科

〈
後
期
三
年
博
士
課
程
こ
の
設
置
が
完
了
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－
〃
篠
山
に
ま
か
れ
し
種
子
は
生
命
え
て
、
四
月
よ
り
発
足
し
、
院
生
も
入
学
し
、
新
生
の
教
育
・
研
究
の

い
ま
六
甲
に
育
ち
ゆ
く
な
り
“
活
動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
報
告
致
し
ま
す
。
初
代
学

一
わ
れ
ら
が
神
戸
大
学
農
学
部
は
、
か
の
篠
山
の
地
に
昭
和
型
長
三
宅
先
生
が
目
標
と
さ
れ
た
建
学
の
精
神
が
維
持
・
発
展
し

一
年
兵
庫
県
立
農
科
大
学
と
し
て
発
足
以
来
、
同
仙
年
の
国
立
移
て
い
き
ま
す
こ
と
は
同
慶
に
た
え
な
い
所
で
す
。

一
管
を
経
て
、
三
十
有
余
年
の
年
輪
を
重
ね
ま
し
た
。
御
卒
業
の
大
学
の
本
質
は
不
変
と
は
言
う
も
の
の
、
我
が
農
学
部
の
歩

一
皆
様
も
、
短
期
大
学
部
一
二
六
六
名
、
大
学
院
農
学
研
究
科
一
二
み
も
過
去
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
将
来
に
お
い
て
も
時

一
・
一
名
を
含
め
て
実
に
二
血
一
八
名
の
多
数
に
の
ぼ
り
、
そ
代
的
背
景
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
ず
、
更
に
進
む
道
は
決
し
て

一
れ
ぞ
れ
各
界
に
お
い
て
益
々
の
御
活
跳
の
御
事
、
聞
く
に
平
坦
で
な
く
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
一
九
八
○
年
代
を
迎
え
て

一
つ
け
、
兇
る
に
い
ま
す
。
こ
の

《
寓
の
皆
様
へ
溌

一
つ
け
、
心
か
ら

一
滞
り
と
心
強
さ

一
を
感
じ
、
賊
仁

一
喜
び
に
た
え
ま

－
せ
ん
。

一
当
初
、
農
学

西
羅
寛

一
科
一
学
科
の
み
責
任
の
重
大
さ

一
の
開
学
が
、
今
や
五
学
科
二
九
講
座
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
面
を
痛
感
し
誠
意
努
力
を
致
す
覚
悟
で
す
。
卒
業
生
皆
様
の
活
躍

一
群
錆
轤
池
馳
隷
諏
醸
壼
壼
隷
註
蝿
雫
醒
趨
恥
蓉
》
職
能
峠
銅
嶬
駆
蛙
檸
弛
卜
咋
御
鋤
諏
韓
呼
蛍
腫
葬
稚
価
篭
紳
却
準
皿
蓉
婿
稚

一
の
御
努
力
、
御
苦
労
を
し
の
び
つ
、
、
こ
れ
ら
の
歴
史
に
つ
い
し
く
御
声
援
・
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
て
は
、
六
篠
会
報
第
１
、
２
（
創
立
釦
周
年
記
念
号
）
、
３
の
各
皆
様
、
お
暇
を
生
み
出
し
て
六
甲
の
地
を
訪
れ
て
下
さ
い
。

一
号
に
精
し
い
の
で
、
再
読
を
お
願
い
す
る
と
し
て
、
各
学
部
の
六
篠
会
の
一
層
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
多
幸
と
、
御
健

一
壁
を
外
し
た
新
し
い
理
念
に
も
と
づ
く
ユ
ニ
ー
ク
な
「
神
戸
大
勝
に
て
の
御
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
け
↑
兇
る
に

つ
け
、
心
か
ら

滞
り
と
心
強
さ

を
感
じ
、
賊
仁

喜
び
に
た
え
ま

せ
ん
。

当
初
、
農
学

科
一
学
科
の
み

の
開
学
が
、
今
や
五
学
科
二
九
講
座
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
面

で
特
徴
的
施
設
の
設
置
を
み
た
附
属
農
場
、
大
学
院
農
学
研
究

科
を
も
つ
農
学
部
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。
先
輩
・
関
係
各
位

の
御
努
力
、
御
苦
労
を
し
の
び
つ
、
、
こ
れ
ら
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
六
篠
会
報
第
１
、
２
（
創
立
釦
周
年
記
念
号
）
、
３
の
各

号
に
精
し
い
の
で
、
再
読
を
お
願
い
す
る
と
し
て
、
各
学
部
の

壁
を
外
し
た
新
し
い
理
念
に
も
と
づ
く
ユ
ニ
ー
ク
な
「
神
戸
大

学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
（
後
期
３
年
博
士
課
程
ご
が
昨
年
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Ｉ
ｑ
ｆ
ｌ
１
ｑ
■
Ｊ
Ｔ
ｌ
０
０
Ｊ
Ｔ
１
ｄ
ｆ
Ｊ
Ｔ
Ｌ
４
■
Ｊ
Ｔ
Ｌ
４
Ｐ
Ｊ
ｒ
ｈ
４
Ｐ
Ｊ
１
１
ｇ
Ｆ
Ｊ
Ｔ
ｈ
４
Ｐ
Ｊ
１
■
０
日
，
Ｕ
１
勺
Ｉ

多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
こ
の
計
画
は
具
体
化
さ
れ
、

つ
い
に
予
定
ど
お
り
五
つ
の
専

攻
が
昨
春
か
ら
揃
っ
て
設
置
さ

れ
る
に
至
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。

母
校
の
神
戸
大
学
は
、
現
在

専
門
教
養‐学

部

教
育
学
部

文
学
部

医
学
部

経
営
学
部

経
済
学
部

法
学
部

農
学
部

工
学
部

理
学
部

で
は
指
折
り
の
大
き
な
規
模
と
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
自
負
し

得
る
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
て

き
た
。
同
窓
生
の
多
く
の
方
々
に

は
、
母
校
の
発
展
に
伴
う
組
織

の
マ
ン
モ
ス
化
の
た
め
に
、
学

内
組
織
の
関
連
に
つ
い
て
も
明

確
に
把
握
し
き
れ
な
い
の
が
実

情
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
偕
越
な
が
ら
こ
の
機
会

に
、
自
然
科
学
研
究
科
も
含
め

た
学
内
組
織
の
関
係
を
上
の
と

お
り
図
示
し
て
み
ま
し
た
。

こ
の
自
然
科
学
研
究
科
の
大

学
院
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
冒
頭
に
次
の
概
要
説
明
文
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
自
然
科
学
研
究
科
は
、
理

学
部
、
工
学
部
及
び
農
学
部

を
母
体
と
す
る
後
期
三
年
の

み
の
博
士
課
程
で
、
学
部
・

修
士
課
程
と
は
別
個
の
専
攻

領
域
・
組
織
を
も
つ
独
立
研

究
科
で
あ
る
。

二
、
自
然
科
学
の
主
要
な
専
門

副
会
長
東

諸
分
野
の
深
化
は
も
と
よ
り
、

学
際
的
・
総
合
的
な
教
育
と

研
究
を
行
う
。

「
物
質
科
学
専
攻
」
、

「
生
産
科
学
専
攻
」
、

「
資
源
生
物
科
学
専
攻
」
、

「
環
境
科
学
専
攻
」
、

「
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
」
、

の
五
專
攻
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。

三
、
入
学
資
格
は
、
修
士
の
学

位
を
有
す
る
者
及
び
こ
れ
と

同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
者

で
あ
っ
て
、
他
大
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
者
、
社
会
人

に
も
広
く
門
戸
を
開
放
し
て

い
プ
つ
Ｏ

四
、
本
研
究
科
の
修
了
者
に
は
、

学
術
博
士
の
学
位
を
授
与
す

プ
（
〕
Ｏ

た
だ
し
、
教
育
・
研
究
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
理
学
博

士
、
工
学
博
士
及
び
農
学
博

士
の
い
ず
れ
か
の
学
位
を
授

与
す
る
こ
と
が
あ
る
。

順
一
一
一

１
１
ｊ
Ｖ
ｌ
ｌ
〃
て
ｈ
Ｔ
ｊ
ｒ
４
Ｊ
Ｔ
■
Ｏ
Ｊ
ｒ
１
９
Ｊ
ｖ
Ｑ
０
Ｊ
Ｉ
Ｂ
１
ｒ
Ｉ
ｕ
ｌ
Ｊ
了＊

＊
＊

前
文
の
三
条
の
と
お
り
、
入

学
資
格
に
つ
い
て
は
、
特
に
配

慮
し
て
、
社
会
人
に
広
く
門
戸

を
開
放
し
て
い
る
点
が
本
大
学

院
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
同

窓
生
諸
兄
に
お
い
て
も
、
事
情

に
応
じ
て
、
研
究
と
学
習
に
専

念
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
な

く
、
母
校
の
門
戸
を
た
た
け
ば
、

こ
の
博
士
課
程
に
暖
か
く
迎
え

入
れ
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

入
学
試
験
の
時
期
は
毎
年
加

月
で
、
各
専
攻
ご
と
の
学
生
の

入
学
定
員
は
７
名
ま
た
は
叩
名

で
あ
る
。

詳
細
な
事
務
的
事
項
に
つ
い

て
知
り
た
い
方
は
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
照
会
下
さ
い
。

神
戸
市
灘
区
六
甲
台
町
一
の
一

神
戸
大
学
庶
務
部
庶
務
課
大
学

院
掛
（
内
線
電
話
二
○
二
四
）

＊
＊
＊

な
お
、
農
学
部
に
既
に
あ
る

各
講
座
が
所
属
す
る
自
然
科
学

研
究
科
の
專
攻
に
つ
い
て
は
既

に
六
篠
会
報
第
３
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
、
農
学
部
の

講
座
の
過
半
は
資
源
生
物
科
学

専
攻
に
所
属
し
、
残
り
の
淋
座

の
う
ち
、
八
織
座
は
環
境
科
学

専
攻
、
三
礁
座
は
生
産
科
学
専

攻
に
そ
れ
ぞ
れ
予
定
ど
お
り
所

属
し
て
い
る
。

一一ーーー

穴
会
報

糊躍…銅

嬢蕊

爵

L割

譲
雰
一

法
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科
一

経
営
学
研
究
科

医
学
研
究
科

文
化
学
研
究
科

自
然
科
学研

究
科

文
学
研
究
科

教
育
学
研
究
科

理
学
研
究
科

工
学
研
究
科
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一
ハ

か
っ
て
農
大
が
篠
山
に
あ
っ

た
頃
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
丹
波
の

猪
の
如
く
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
を

走
り
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。

春
に
は
、
桜
吹
雪
の
下
、
新

入
生
を
横
目
で
物
色
し
な
が
ら

派
手
な
シ
ュ
ー
ト
、
ド
リ
ブ
ル

◎

夏
に
は
、
曲
が
ら
な
い
足
を

む
り
し
て
し
ゃ
が
み
、
蚊
と
戦

い
な
が
ら
汗
を
流
し
た
合
宿
で

の
ト
イ
レ
…
…
。

秋
に
は
、
こ
の
一
勝
で
関
西

リ
ー
グ
三
部
昇
格
／
、
。
汗
と
血

の
混
じ
っ
た
執
念
、
こ
の
キ
ッ

ケ
／
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ

冬
に
は
、
北
陸
並
み
の
積
雪

の
中
、
何
が
な
ん
で
も
ボ
ー
ル

を
蹴
っ
た
。

大
学
生
活
、
青
春
…
…
、
そ

れ
は
汗
と
グ
ラ
ン
ド
の
土
と
草

の
匂
い
・
…
・
・
。

今
、
都
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
住
む
往
年
の
勇

者
達
は
、
こ
の
汗
と
土
の
匂
い

を
思
い
出
す
べ
く
、
年
に
一
度

い
そ
ノ
、
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
に
先
立
っ
て
、
Ｏ
Ｂ
戦

を
恒
例
に
し
て
お
り
、
か
っ
て

の
夢
を
再
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

六
篠
会
報
第
３
号
で
一
○
七

六
名
の
ご
芳
名
を
発
表
し
、
醸

金
い
た
霞
”
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
致
し
ま
し
た
が
、
爾
後
さ
ら
に

一
○
一
名
の
皆
様
か
ら
ご
賛
同

を
得
て
送
金
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
方
々
の
ご
芳
名
を
こ

こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
重

ね
て
厚
く
御
礼
申
し
卜
呼
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら

は
記
念
出
版
特
別
会
計
に
て
取

り
扱
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

写
真
集
「
農
学
部
訓
年
の
あ
ゆ

み
」
及
び
絵
は
が
き
集
「
農
学
部

の
四
季
」
を
大
い
に
活
用
し
て
い

た
等
、
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
（
幹
事
長
新
家
龍
）

〈
農
学
科
・
園
芸
農
学
科
》

③
東
郷
満
川
端
清

③
高
倉
淑
雄
③
藤
木
靖
男

⑪
長
藤
資
也
細
見
峻
弘

⑲
鈴
垣
則
夫
⑩
小
国
昭
信

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
よ
り

い
い
汗
か
い
て
ま
す
か
”

昭
和
仙
年
農
化
卒

農
大
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
幹
事

し
か
し
現
役
が
い
な
く
な
っ
た
諸
兄
の
息
の
か
か
っ
た
会
社
チ

現
在
、
Ｏ
Ｂ
の
み
の
集
り
で
は
ｌ
ム
（
白
鶴
、
日
本
盛
そ
し
て

ゲ
ー
ム
成
立
も
難
し
く
、
先
輩
日
本
ハ
ム
等
々
有
名
ブ
ラ
ン
ド

〈
植
物
防
疫
学
科
〉

、
佐
藤
敬
文
吉
田
茂

⑳
諏
訪
芳
秀
＄
馬
庭
義
則

⑲
谷
口
明
⑲
高
田
三
智
子

⑪
堀
本
宗
清
⑲
酒
井
裕
子

⑭
寺
田
清
彦

《
農
業
生
産
工
学
科
》

⑳
臼
井
敏
、
寺
本
努

小
林
久
太
郎
瀬
川
政
一

中
野
義
彦
⑪
芝
軒
邦
夫

日
高
昌
三
⑳
新
木
正
昭

中
前
公
之
④
福
島
明

⑭
神
木
清
＠
岩
佐
肇
三

⑳
鮫
島
常
樹
、
奥
村
雄
二

⑲
稲
葉
恭
子
小
野
田
益
子

⑪
入
江
大
和

創
立
刈
周
年
記
念
事
業

醗
金
者
の
方
へ
（
続
報
）

⑨
鍵
本
正
之
柴
田

⑩
大
江
武
平
谷

⑬
中
島
正
行
、
太
田

大
原
保
雄
寺
岡

吉
田
公
夫
④
今
井

岡
根
谷
隼
次
加
納

⑯
嵐
一
夫
照
瀬

浜
和
明
、
丸
山

烏
山
孝
昌
⑳
西
浦

、
水
友
情
巳
④
向
坂

寺
西
恒
美
⑬
名
村

⑯
川
口
良
昭
⑪
西
本

〈
農
芸
化
学
科
〉

⑳
福
田
喜
一
⑳
森
下

⑯
太
田
信
雄
大
野

⑯
古
西
義
正
③
鈴
木

山

崎

潔
哲
雄

仁
一

生
人保

新勝健 彰守 征
次仁三徹夫彦潔一

昌
計茂

清
明

企
業
が
名
を
連
ら
ね
ま
す
。
）
と

の
親
善
試
合
を
行
っ
て
お
り
、

脂
肪
の
つ
い
た
ま
わ
ら
ぬ
腹
を

も
て
余
し
な
が
ら
（
極
く
一
部

の
会
員
）
、
そ
れ
で
も
勝
ち
に
ゆ

く
こ
の
努
力
。
集
っ
た
Ｏ
Ｂ
会

メ
ン
バ
ー
は
、
お
つ
き
合
い
載

い
て
い
る
若
き
メ
ン
バ
ー
の
揃

っ
た
相
手
チ
ー
ム
に
は
些
か
迷

惑
を
か
け
つ
つ
も
、
勝
利
目
指

昨
年
（
記
年
）
の
お
盆
に
帰
省

し
た
折
、
な
つ
か
し
の
神
大
に

寄
っ
て
み
た
。
相
変
ら
ず
の
急

な
坂
に
さ
す
が
に
息
を
切
ら
し

て
し
ま
っ
た
。
私
は
ま
だ
若
い

つ
も
り
で
お
り
、
実
際
体
力
に

は
自
信
が
あ
る
の
だ
が
、
思
え

ば
こ
の
坂
を
毎
日
（
？
）
登
り
降

り
し
て
い
た
と
は
／
，
。

と
り
あ
げ
て
神
大
が
、
と
い

う
訳
で
は
な
い
が
、
神
戸
は
本

当
に
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い

や
、
好
き
で
あ
る
。
あ
の
山
並

み
、
そ
し
て
見
お
ろ
す
瀬
戸
内

海
、
そ
し
て
そ
の
間
に
位
置
す

る
細
長
い
町
、
そ
こ
に
４
年
間

居
た
と
い
う
だ
け
で
も
幸
せ
で

あ
る
。
私
は
３
年
ま
で
は
阪
急

六
甲
付
近
に
、
４
年
に
な
っ
てｉ

④
大
西
重
樹
⑮
中
村
享
剛

④
高
橋
慎
治
⑬
藤
本
敏
子

大
西
壮
司
⑩
杉
山
龍
則

吉
田
綾
子
小
路
正
博

藤
井
明
子
⑩
匠
明
彦

田
中
成
憲
⑬
青
木
隆
明

⑯
辻
真
二
村
上
一
忠

〈
畜
産
学
科
〉

の
中
西
博
信
⑳
川
越
幸
雄

下
岡
文
一
③
太
田
章

多
田
三
喜
男
飛
田
健
吉

●
松
木
晴
義
⑩
竹
内
碩

⑳
脇
喜
和
⑪
芦
田
郁
夫

三
木
泰
之
⑯
木
股
昌
行

⑯
益
田
和
明
⑯
平
位
修
一

⑪
桐
山
照
久

〈
大
学
院
・
農
学
研
究
科
〉

●
計
良
伸
行
⑧
植
田
訓
弘

①
尾
崎
通
昭
新
森
敏
弘

〈
働
陵
会
〉

⑧
福
沢
一
郎
⑲
大
西
豊
司

中
舎
和
孝
⑪
香
川
正
清

ご
ぶ
さ
た
し
て
ま
す

昭
和
弱
年
畜
産
学
卒

し
、
喉
越
し
の
ビ
ー
ル
を
楽
し

み
に
秋
の
一
日
を
本
当
に
「
い

い
汗
」
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

達
が
グ
ラ
ン
ド
脇
で
ボ
ー
ル
を

蹴
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

さ
て
、
我
々
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ

Ｂ
会
は
、
楠
本
初
代
会
長
ら
を

中
心
に
昭
和
調
年
発
足
以
来
と

か
ら
は
阪
神
御
影
付
近
に
下
宿

し
て
い
た
の
だ
が
、
色
々
な
物

を
見
、
様
々
な
人
に
会
っ
た
。

と
り
わ
け
神
大
で
知
り
合
っ
た

連
中
の
事
が
一
番
頭
に
残
っ
て

い
る
。
ノ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら

っ
た
奴
、
一
諸
に
実
験
を
し
た

奴
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
仲
間
、
酒
呑

み
友
達
、
サ
ー
ク
ル
で
知
り
合

兵
庫
県
に
勤
務
し
て
い
る
兵
で
の
発
会
に
は
、
五
十
名
余
の
同

庫
農
大
及
び
神
戸
大
学
農
学
部
窓
生
が
集
り
、
大
学
時
代
を
し

卒
業
生
の
集
い
「
県
六
篠
会
」
が
の
び
、
県
政
を
語
、
合
い
ま
し
た

こ
の
た
び
誕
生
し
ま
し
た
。
が
、
大
学
か
ら
も
、
西
羅
農
学
部

昭
和
二
十
八
年
四
月
兵
庫
農
長
を
は
じ
め
、
西
川
六
篠
会
々

大
第
一
回
卒
業
生
の
田
中
平
義
長
、
東
副
会
長
等
も
出
席
さ
れ
、

さ
ん
が
、
農
業
試
験
場
に
奉
職
大
学
の
現
状
や
同
窓
会
の
活
動

さ
れ
て
以
来
、
年
々
同
窓
生
も
状
況
等
も
披
露
さ
れ
、
実
り
多

増
え
、
昨
年
春
で
そ
の
数
も
約
い
発
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

二
○
名
に
達
し
、
農
林
水
産
ま
た
新
し
い
会
長
に
は
兵
庫

部
を
中
心
に
各
部
局
で
幅
広
く
農
大
一
回
生
の
田
中
平
義
氏
、

活
躍
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
従
副
会
長
に
は
二
回
生
の
貴
田
正

来
か
ら
一
部
の
有
志
を
中
心
に
義
、
信
西
清
人
の
両
氏
を
選
任

時
々
同
窓
生
の
集
い
を
開
催
し
し
、
年
一
回
の
総
会
の
開
催
や
、

て
お
り
ま
し
た
が
、
特
に
組
織
会
員
名
簿
の
作
成
等
、
具
体
的

的
な
活
動
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
な
活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
集
い
を
に
な
り
ま
し
た
。

契
機
と
し
て
組
織
も
明
確
に
し
同
じ
職
場
に
勤
め
る
同
窓
生

て
、
定
期
的
に
会
合
も
開
い
て
の
集
い
と
し
て
発
足
し
た
こ
の

お
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
小
さ
な
芽
を
大
切
に
育
て
、
大

県
政
推
進
の
糧
に
し
よ
う
と
い
き
な
木
に
成
長
さ
せ
る
と
と
も

う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
、
名
に
、
こ
の
会
が
県
政
推
進
の
原

称
も
「
県
六
篠
会
」
と
し
て
発
足
動
力
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

す
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
。
ま
す
。

九
月
二
十
六
日
、
舞
子
ビ
ラ
’

１
１

県
ﾑﾆ魅

臘

松
本
憲
和

っ
た
奴
、
ま
あ
色
々
あ
る
が
、

私
の
場
合
、
決
し
て
学
友
と
は

言
え
な
い
様
な
連
中
の
印
象
が

強
い
。
彼
ら
も
、
今
で
は
社
会

に
出
て
活
躍
し
て
い
る
事
と
思

う
。
私
は
現
在
東
京
に
居
る
が
、

先
日
在
京
の
同
期
生
と
久
し
ぶ

り
に
会
っ
て
、
背
広
が
様
に
な

っ
て
い
て
い
か
に
も
サ
ラ
リ
ー

だ
え
る
こ
と
な
く
、
師
年
に

は
訓
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
再
び
原
点
に
戻
り
、

今
後
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
図

る
た
め
、
発
生
の
地
〃
篠
山
“

に
て
加
周
年
の
つ
ど
い
を
計
画

し
て
い
ま
す
ｃ
関
係
各
位
に
は
、

御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

の
昭
和
調
年
農
学
卒

マ
ン
と
い
う
感
じ
が
す
る
な
、

と
思
っ
た
も
の
だ
。

今
の
学
生
気
質
は
私
達
の
頃

と
少
し
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
達
は
、
ち
ょ
う
ど
学
生
運
動

の
流
行
が
終
息
し
か
け
て
い
た

頃
で
、
中
に
は
生
き
残
り
と
い

う
の
も
居
た
。
と
い
っ
て
、
熱

心
に
勉
強
す
る
で
も
な
か
っ
た

一、

神戸大学農学部への道順
N

1

六

jI

竃
溌
繊 灘白睡い⑭果催バｽ略■

（「苧制幽j石〕

闇勤
北 様

な
気
が
す
る
。
マ
ー
ジ
ャ
ン

に
打
ち
興
じ
、
あ
る
い
は
バ
ッ

カ
ス
の
魔
力
に
取
り
付
か
れ
た

奴
も
居
た
。
と
に
か
く
い
ろ
ん

な
奴
が
居
た
。

皆
〃
．
元
気
で
や
っ
て
る
か
、

俺
も
頑
張
っ
て
る
か
ら
。

浦

義

久

六甲

、 〆
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創立30周年記念品

回写真集「農学部30年のあゆみ」 \2,500

《収録内容》

☆農学部．農科大学今昔；☆年表・農学部30年；☆古き良き兵庫農科大学（思い出深き学

舎；学生々活；教官活動；農大祭；おらが城下町“篠山")；☆新しい出発神戸大学農学部

（学舎；神大生；我力墹T"神戸");☆兵庫農科大学卒業写真集（昭和28年～昭和44年）

回倉ﾘ立30周年記念「六篠会名簿」 \2,500

会則；特別会員(教官)､正会員(卒業生)､準会員(学生)の各名簿；人名索引付210頁

回絵はがき集「展学部の四季」8枚組 \300

「
農
学
部
加
年
の
歩
み
」
の
卒
業
写

真
集
に
は
、
農
大
卒
業
生
の
方
全
員

の
な
つ
か
し
い
顔
が
網
羅
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
記
念
の
た
め
是
非
ご
購

入
を
お
す
湯
め
し
ま
す
。

口座名

口座番号

神戸大学農学部六篠会

神戸49706

振替用紙を紛失された方は、郵便局据

付の振替用紙に左記の口座名・口座番

号を記入の上、振込んで下さい。’
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一
昔
と
は
違
っ
て
、
多
く
の

人
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
ま
た
、
バ
カ

ン
ス
に
と
海
外
渡
航
の
可
能
な

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
生

も
周
囲
の
方
々
の
御
厚
意
で
、

一
ケ
年
間
、
滞
独
生
活
を
体
験

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の

間
、
見
聞
し
た
こ
と
を
二
、
三
、

述
べ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

西
独
大
学
〃
現
状

周
知
の
よ
う
に
、
西
独
に
は
、

す
で
に
創
立
五
○
○
年
以
上
と

い
う
伝
統
の
あ
る
大
学
が
多
い

の
で
す
が
、
近
年
、
入
学
志
願

者
の
急
増
に
伴
っ
て
、
大
学
の

増
設
、
新
設
が
行
わ
れ
、
現
在

で
は
、
同
年
齢
層
の
五
人
に
一

人
は
大
学
進
学
、
五
人
の
二
人

は
職
業
専
門
学
校
へ
進
学
と
い

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
数
は
、
第
一
図
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
六
十
七
校
、
こ

の
ほ
か
に
教
育
大
学
が
数
校
あ

る
そ
う
で
す
。
キ
リ
ス
ト
系
大

学
を
除
く
す
べ
て
の
大
学
が
国

立
で
、
全
大
学
学
生
総
数
は
、

九
五
万
人
程
度
で
、
そ
の
う
ち
、

五
万
二
千
人
が
外
国
人
学
生
だ

そ
う
で
す
。
日
本
の
よ
う
な
大

霧．

滞
独学

入
試
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

厳
格
な
ア
ビ
ト
ウ
ー
ル
、
い
わ

ゆ
る
高
校
卒
業
試
験
が
あ
り
、

こ
れ
に
パ
ス
し
た
者
は
、
各
自

希
望
の
大
学
学
部
に
入
学
許
可

さ
れ
る
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
志
望
者
が

多
い
医
学
、
法
学
、
理
工
系
の

学
部
で
は
、
志
望
者
全
員
収
容

雑
記ハイデルベルグ大学|日館

す
る
こ
と
が
不
可
と
な
り
、
あ

る
種
の
選
考
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
大
学
で
の
修
業
年

限
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
マ

ギ
ス
タ
ー
、
デ
ィ
プ
ロ
ム
及
び

ド
ク
タ
ー
の
試
験
に
、
又
は
国

家
試
験
に
パ
ス
し
た
段
階
で
終

了
と
な
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
称

号
を
得
た
人
の
就
職
状
況
も
よ

く
、
民
間
会
社
の
研
究
所
で
も
、

こ
れ
を
条
件
づ
け
る
所
す
ら
あ

る
ら
し
く
、
ど
の
点
も
日
本
の

場
合
と
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
大
学
の
シ
ス
テ
ム
も
十
数

年
前
よ
り
改
善
さ
れ
、
建
前
は

協
議
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

正
教
授
の
権
限
は
、
多
分
、
日

本
の
場
合
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
日

本
と
比
べ
て
、
よ
い
点
、
悪
い

点
、
ま
だ
人
、
感
じ
る
と
こ
ろ

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
堅
い

話
は
こ
れ
位
に
し
て
次
に
移
り

ま
す
。

イ
ン
ビ
ス
（
居
酒
屋
）
に
て

「
冒
宮
毎
」
、
辞
書
に
は
「
軽

食
堂
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
西

独
の
中
央
駅
、
街
角
、
い
た
る
．

所
に
見
ら
れ
る
看
板
の
文
字
で
す
。
こ
こ
は
、
庶
民
の
憩
の
場

の
よ
う
で
す
。
料
金
も
良
心
的

で
、
ウ
ィ
ン
ナ
ソ
ー
セ
イ
ジ
、
フ

農
化
拓
年
卒

土
田
広
信

総縦瀕j也学

. ､','._W．:4 ､
‘』"割'墓

職
I

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ハ
ン

バ
ー
グ
、
チ
ッ
プ
ポ
テ
ト
等
、
高

級
品
で
シ
ュ
ニ
ッ
ェ
ル
（
豚
カ

ツ
）
五
マ
ル
ク
（
五
百
円
）
と
い

う
安
さ
で
す
。
飲
物
は
ビ
ー
ル

（
小
瓶
）
、
コ
ー
ン
（
蒸
溜
酒
）
、
グ

ラ
ス
ワ
イ
ン
な
ど
で
す
。
小
生

も
度
々
利
用
し
ま
し
た
わ
け
で

す
が
、
同
席
し
た
気
さ
く
な
人

公司〆馬 q

'争癖ミ
k判』

達
か
ら
話
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も

度
々
で
し
た
。
俺
の
車
は
ト
ヨ

タ
、
ミ
ッ
ビ
シ
、
マ
ツ
ダ
、
ホ

ン
ダ
等
と
言
い
だ
す
の
か
ら
始

っ
て
、
カ
メ
ラ
、
時
計
、
電
気

製
品
に
至
る
ま
で
話
が
は
ず
み
、

そ
れ
ら
日
本
製
品
の
す
ば
ら
し

さ
を
誉
め
て
く
れ
る
こ
と
が
多

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
一
三
－
ヨ
ー

ク
市
の
中
心
街
の
地
名
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
名

の
市
が
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
に
あ

る
。
こ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
カ
ン

ザ
ス
州
立
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
。
私
は
文
部
省
の
在
外

研
究
員
と
し
て
カ
ン
ザ
ス
州
立

大
学
に
十
ヶ
月
間
滞
在
し
、
小

麦
の
た
ん
白
質
に
関
す
る
研
究

に
従
事
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
間

各
地
の
穀
物
科
学
の
研
究
者
を

訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

カ
ン
ザ
ス
州
は
ア
メ
リ
カ
合

州
国
の
地
理
的
な
中
心
に
位
置

す
る
州
で
、
そ
の
面
積
は
日
本

の
師
％
、
そ
の
全
て
が
耕
作
可

能
な
平
地
で
、
春
、
雨
が
多
く
、

夏
乾
燥
し
、
小
麦
生
産
に
は
理

想
的
な
地
域
で
す
。
小
麦
の
生

産
量
は
全
米
第
一
位
、
良
質
な

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
思
い
出

…
…燕

銅

’ハンブルグ大学有機化学および生化学研究所

い
の
で
す
が
、
あ
る
時
、
労
働

者
風
の
イ
タ
リ
ア
人
い
わ
く
、

日
本
車
の
た
め
に
、
俺
は
失
業

し
た
と
い
う
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

人
紳
士
が
ド
イ
ツ
で
は
有
名
な

週
間
誌
（
聾
①
目
）
を
突
出
し
て

来
た
の
で
、
見
る
と
、
表
紙
絵

に
日
本
人
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
ド

パ
ン
用
小
麦
と
し
て
日
本
へ
も
じ
機
種
ま
た
は
同
じ
グ
レ
ー
ド

多
く
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
の
も
の
は
少
な
く
、
学
部
内
の

意
味
で
は
我
国
と
も
関
係
の
深
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
部
屋
の
器
機

い
州
で
す
。
も
サ
イ
ン
だ
け
で
自
由
に
使
う

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
ミ
ズ
リ
ー
州
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
器
機
の

と
の
州
境
に
あ
る
カ
ン
ザ
ス
シ
稼
動
率
は
き
わ
め
て
高
く
、
混

テ
ィ
ー
か
ら
西
へ
二
○
○
ｍ
の
ん
で
い
る
場
合
に
は
夜
間
に
仕

と
こ
ろ
に
あ
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

の
近
く
に
は
旧
サ
ン
タ
フ
ェ
街
と
も
あ
る
。
ま
た
他
学
部
の
器

道
、
オ
レ
ゴ
ン
街
道
が
通
り
西
機
も
有
効
に
利
用
で
き
、
学
部

部
開
拓
時
代
の
遺
跡
も
あ
る
。
ま
た
は
大
学
の
持
っ
て
い
る
器

町
の
中
央
部
に
大
学
の
キ
ャ
ン
機
す
べ
て
を
実
験
計
画
に
入
れ

パ
ス
を
持
つ
人
口
四
万
弱
の
大
ら
れ
る
の
で
仕
事
の
範
囲
は
相

学
町
で
す
。
同
市
内
に
は
米
国
当
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

農
務
省
グ
レ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

グ
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
と
米
ガ
ラ
ス
器
具
、
試
薬
な
ど
ス
ト

国
パ
ン
学
校
が
あ
り
、
大
学
も
ツ
ヵ
ー
・
ル
ー
ム
で
自
由
に
注

含
め
、
小
麦
を
中
心
と
し
た
穀
文
で
き
ま
す
が
、
時
に
よ
っ
て

物
科
学
研
究
の
中
心
地
で
す
。
は
、
「
そ
の
試
薬
は
誰
々
が
持
つ

カ
ン
ザ
ス
州
立
大
学
は
一
八
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
使
え
」
と

六
三
年
創
立
、
学
生
数
二
万
人
か
云
う
様
に
重
複
買
を
か
な
り

石
灰
岩
造
り
の
建
物
が
広
い
キ
さ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
実
験
計

ヤ
ン
パ
ス
に
並
ん
で
い
る
。
古
画
が
終
り
不
要
と
な
っ
た
ガ
ラ

い
も
の
は
石
造
り
、
新
し
い
も
ス
器
具
な
ど
は
ス
ト
ッ
ヵ
ー
・

の
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
石
ル
ー
ム
に
返
却
す
る
こ
と
が
習

灰
岩
の
薄
板
を
は
り
つ
け
、
外
慣
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
予
算

観
を
統
一
し
て
い
る
の
で
緑
の
面
で
不
自
由
し
て
い
る
た
め
か

木
々
と
の
調
和
が
美
し
い
。
私
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
も
っ
て

の
属
し
て
い
た
穀
物
科
学
工
学
い
ま
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な

は
製
粉
科
学
の
分
野
で
博
士
号
り
異
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
研

の
学
位
の
取
得
で
き
る
世
界
で
究
を
進
め
る
上
で
の
効
率
と
い

唯
一
の
学
部
で
す
。
建
物
内
に
う
面
か
ら
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る

は
製
粉
工
場
、
製
パ
ン
の
パ
イ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
も
あ
り
、
基
礎
大
学
図
書
館
は
曜
日
に
よ
り

と
応
用
の
両
面
か
ら
の
研
究
が
異
な
る
が
朝
八
時
か
ら
夜
十
時

な
さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
地
か
ら
ま
た
は
十
一
時
ま
で
利
用
で
き

の
学
生
も
集
ま
り
、
ま
た
グ
ル
る
。
夕
食
後
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

－
プ
の
見
学
者
も
多
く
、
国
際
で
汗
を
流
し
た
あ
と
ま
た
大
学

色
豊
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
に
も
ど
り
図
書
館
を
利
用
し
て

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
修
士
い
る
人
も
多
い
。
町
中
に
は
遊

以
上
で
学
部
学
生
は
い
ま
せ
ん
。
ぶ
所
も
な
く
、
大
学
内
で
時
間

器
機
の
種
類
も
多
く
、
最
新
の
を
つ
ぶ
す
し
か
方
法
が
な
い
の

も
の
も
よ
く
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
各
研
究
室
、

し
か
し
学
部
全
体
で
み
る
と
同
教
授
室
に
は
雑
誌
は
見
当
り
ま

イ
ッ
車
ベ
ン
ツ
（
オ
モ
チ
ャ
）
を

ハ
シ
で
抓
ん
で
今
に
も
口
に
入

れ
る
よ
う
な
絵
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
一
頁
を
開
く
と
、
大
き

な
活
字
で
書
か
れ
て
い
る
見
出

の
記
事
「
一
体
、
日
本
人
は
ド

イ
ツ
車
ベ
ン
ツ
ま
で
も
喰
く
る

気
な
の
だ
ろ
う
か
巴
と
い
う
の

農
化
拓
年
卒

團
野
源
一

に
は
、
全
く
驚
き
ま
し
た
ｃ

一
般
的
に
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
人

の
中
に
は
、
親
日
的
な
人
が
多

く
、
小
生
、
下
宿
で
も
、
大
学
の

研
究
室
で
も
、
快
適
な
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
生
涯
通

じ
て
の
大
き
な
体
験
と
し
て
脳

裏
に
残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
が
、
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず

図
書
館
が
利
用
で
き
る
の
で
手

も
と
に
置
く
必
要
は
な
い
の
で

し
ょ
う
。
貸
出
し
窓
口
な
ど
大

部
分
学
生
の
パ
ー
ト
で
す
。
パ

ー
ト
に
よ
り
人
員
の
配
置
が
自

由
に
で
き
る
た
め
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

手
、
冬
の
除
雪
な
ど
学
生
が
行

っ
て
い
る
。
大
学
の
案
内
書
を

見
る
と
、
学
生
に
対
す
る
援
助

の
か
な
り
の
部
分
を
こ
の
よ
う

な
仕
事
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て

い
る
様
で
す
。

住
宅
街
は
大
木
の
街
路
樹
、

緑
の
芝
生
、
白
い
家
と
、
ど
こ

の
町
へ
行
っ
て
も
町
角
の
風
景

は
全
く
同
じ
で
す
。
大
都
会
は

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
大
き
な
ビ
ル

が
並
ん
で
い
る
こ
と
で
異
な
る

他
は
同
じ
。
ほ
と
ん
ど
の
家
は

木
造
（
板
張
り
）
で
、
モ
ル
タ
ル

塗
の
家
を
見
な
れ
た
目
に
は
新

鮮
に
感
じ
た
。
春
の
花
は
日
本

で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
美

し
さ
で
す
。
カ
ン
ザ
ス
で
は
春
か

ら
秋
に
か
け
、
ト
ル
ネ
ー
ド
（
竜

巻
）
が
発
生
し
、
そ
の
警
報
が
で

る
と
地
下
室
ま
た
は
シ
ェ
ル
タ

ー
に
逃
げ
込
む
様
に
な
っ
て
い

て
、
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
す
べ
て
地
下
シ

ェ
ル
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
一

般
住
宅
で
は
地
下
に
予
備
の
台

所
、
寝
室
な
ど
持
っ
て
い
ま
す
。

直
撃
さ
れ
る
と
ふ
っ
と
ば
さ
れ

る
こ
と
覚
悟
の
上
な
の
で
し
ょ

う
。
日
本
で
は
少
な
く
と
も
公

共
の
建
物
は
予
想
さ
れ
る
地
震
、

台
風
に
耐
え
ら
れ
る
様
設
計
さ

れ
て
い
る
が
、
思
想
の
違
い
と

興
味
深
く
思
え
た
。

穂
塁､':凸

食
品
に
つ
い
て
ｌ

全
粒
粉
（
麩
、
胚
芽
も
含
む
）

の
パ
ン
が
か
な
り
消
費
さ
れ
て

い
る
。
風
味
、
舌
触
り
も
悪
い

が
、
今
日
で
は
市
場
の
釦
％
を

し
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ビ
ス
ケ
ッ
ト
等
に
も
全
粒
粉
、

オ
ー
ト
そ
の
他
雑
穀
入
り
の
も

の
を
見
う
け
た
。
栄
養
的
観
点

か
ら
繊
維
の
増
す
努
力
が
な
さ

れ
て
い
る
。
小
麦
粉
は
全
て
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
を
添
加

し
た
強
化
粉
で
す
。
デ
ザ
ー
ト

用
の
パ
ン
に
は
砂
糖
の
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
も
の
が
多
い
。

パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
な
ど
の
塩
辛
さ
が
舌
に
残

り
ま
す
。
資
料
に
よ
る
と
米
国

で
は
一
日
に
喝
～
昭
９
の
食
塩

を
と
り
、
そ
の
う
ち
、
パ
ン
か
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ら
釦
％
、
砂
糖
を
含
ん
だ
食
品

か
ら
釦
％
を
摂
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
を

舌
で
実
感
で
き
ま
し
た
。

米
国
で
は
野
菜
は
冷
凍
か
缶

詰
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
は
新
鮮
な
も
の
が
豊
富
で
し

た
。
果
物
な
ど
も
大
小
と
り
ま

ぜ
山
積
み
に
さ
れ
て
い
て
、
傷

物
も
混
じ
っ
て
い
る
。
客
が
買

う
時
選
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
上
品
な
老
夫
婦
が
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
一
粒
ず
つ
袋
に
入
れ
て

い
る
様
子
を
お
も
し
ろ
く
な
が
め

ま
し
た
。
よ
く
揃
っ
た
外
観
の

良
い
も
の
も
並
べ
ら
れ
て
い
る

が
こ
れ
は
相
当
に
値
が
高
い
。

消
費
者
が
外
観
な
ど
気
に
、
し
な

い
こ
と
で
、
生
産
、
流
通
コ
ス

ト
を
下
げ
て
い
る
様
子
で
す
。
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神
戸
大
学
農
学
部
の
前
身
で

あ
る
兵
庫
農
科
大
学
は
昭
和
型

年
４
月
に
農
学
部
農
学
科
と
し

て
、
作
物
学
、
育
種
学
及
び
栽

培
学
、
果
樹
園
芸
学
、
蔬
菜
園

芸
学
、
畜
産
学
、
農
業
工
学
、

植
物
保
護
学
、
土
壌
学
及
び
肥

料
学
、
農
産
加
工
学
、
食
飼
化

学
、
農
業
経
営
学
の
皿
講
座
の

構
成
で
発
足
し
た
の
で
、
本
学

科
の
歴
史
は
ま
さ
に
農
学
部
の

歴
史
で
も
あ
る
。

昭
和
調
年
に
は
既
設
の
農
芸

化
学
関
係
３
講
座
と
畜
産
学
ｌ

講
座
に
そ
れ
ぞ
れ
、
３
講
座
及

び
５
講
座
が
増
設
さ
れ
て
農
芸

化
学
科
と
畜
産
学
科
が
誕
生
し

た
。

昭
和
鋤
年
に
は
農
学
科
は
さ

ら
に
増
設
整
備
さ
れ
、
作
物
学

第
１
（
普
通
作
物
学
）
、
同
第
２

（
工
芸
作
物
学
『
育
種
学
、
栽

培
学
、
作
物
保
護
学
第
１
（
昆

虫
学
）
、
同
第
２
（
病
理
学
『
園

芸
学
第
１
（
果
樹
園
芸
学
）
、
同

第
２
（
蔬
菜
園
芸
学
ゞ
農
業
経

済
学
、
移
民
学
、
農
業
工
学
、

植
物
防
疫
学
科
が
発
足
し
た

の
は
昭
和
三
九
年
の
こ
と
で
あ

る
。
兵
庫
農
科
大
学
創
立
以
来

着
々
と
整
備
は
進
ん
で
い
た
が
、

国
立
移
管
と
農
学
部
再
編
成
問

題
の
嵐
の
中
で
、
東
京
農
工
大

に
つ
い
で
、
第
二
番
目
の
植
物

防
疫
学
科
で
あ
る
。
成
立
当
時
、

作
物
保
護
系
の
他
大
学
教
官
か

ら
、
大
い
に
う
ら
や
ま
し
が
ら

れ
た
。
植
物
保
護
あ
る
い
は
作

物
保
護
の
理
念
か
ら
生
れ
た
学

科
で
あ
る
が
、
農
工
大
と
異
っ

た
考
え
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

農
工
大
で
は
栽
培
学
を
中
心
に

し
て
植
物
病
理
・
昆
虫
・
農
薬

を
配
し
て
い
る
が
、
本
学
で
は

生
物
学
の
基
本
と
も
い
う
べ
き

遺
伝
学
を
防
疫
遺
伝
学
と
し
て

取
入
れ
て
い
る
。
既
設
の
講
座

を
再
編
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら

無
理
を
承
知
で
と
い
う
人
々
も

あ
る
が
、
害
虫
や
病
気
に
対
す

る
作
物
の
抵
抗
性
、
あ
る
い
は

農
薬
に
対
す
る
植
物
病
源
菌
や

昆
虫
類
の
抵
抗
性
問
題
は
遺
伝

に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
。
し
か

し
こ
の
頃
よ
り
県
財
政
難
の
都

合
上
と
大
学
発
展
の
た
め
の
国

立
移
管
及
び
農
学
部
の
体
質
改

善
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
長
年

遺
伝
学
の
胆
講
座
（
学
生
定
員

妬
名
）
の
大
世
帯
に
な
っ
た
が
、

昭
和
調
年
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

上
は
農
学
、
農
業
経
済
学
、
農

業
工
学
、
農
業
生
物
学
の
〃
系

学
的
要
素
の
極
め
て
強
い
分
野

で
、
新
し
い
時
代
の
先
取
り
と

と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

植
物
防
疫
と
い
う
言
葉
は
、

耳
か
ら
聞
く
と
貿
易
と
と
ら
れ
、

今
日
で
は
極
め
て
普
通
の
言
葉
が
全
く
な
い
と
云
え
ば
唾
に
な

と
な
っ
て
い
る
が
、
最
初
の
頃
る
が
、
や
は
り
応
用
科
学
の
基

に
は
、
貿
易
作
物
を
扱
う
学
科
礎
と
し
て
の
教
育
研
究
の
学
科

か
と
思
わ
れ
、
話
の
通
じ
な
い
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

こ
と
が
多
く
、
何
度
も
説
明
さ
所
で
、
昭
和
四
五
年
頃
か
ら
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有
用
植
物
学
講
座
を
除
く
。
）
７

講
座
（
学
生
定
員
如
名
『
植
物

防
疫
学
科
４
講
座
、
農
業
生
産

工
学
科
４
講
座
の
各
学
科
に
拡

充
改
組
さ
れ
た
。

に
わ
た
る
検
討
が
な
さ
れ
、
県

が
委
嘱
し
た
委
員
の
体
質
改
善

案
の
第
２
次
答
申
案
が
再
検
討

さ
れ
て
、
農
学
科
は
昭
和
調
年

に
園
芸
農
学
科
（
現
在
の
熱
帯

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
志
願
者
に
は
理
学
部
第
二

生
物
学
科
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

お
り
、
大
変
困
っ
た
こ
と
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
要
素

国
立
移
管
に
伴
う
教
官
の
移

管
は
沼
和
蛇
年
度
よ
り
３
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
昭

和
妃
年
に
は
熱
帯
有
用
植
物
学

講
座
が
増
設
さ
れ
て
現
在
の
８

講
座
と
な
っ
た
。

昭
和
卿
年
に
は
大
学
院
農
学

研
究
科
の
設
置
に
伴
い
、
園
芸

農
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
が
、

さ
ら
に
昭
和
弘
年
に
神
戸
大
学

に
自
然
科
学
専
攻
（
後
期
３
年

博
士
課
程
ｌ
既
報
）
の
発
足
に

よ
っ
て
、
同
学
科
の
各
講
座
は

昭
和
弱
年
よ
り
別
表
の
分
野
に

参
画
し
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す

の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

同
窓
諸
氏
に
は
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

環
境
問
題
が
強
く
国
民
に
意
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
植
物
防

疫
学
が
、
こ
の
方
面
か
ら
も
注

目
さ
れ
だ
し
た
。
農
学
部
の
何

れ
の
研
究
分
野
で
あ
っ
て
も
環

境
と
無
関
係
の
部
分
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
植
物
防
疫
学
科

は
関
係
の
深
い
研
究
分
野
が
多

く
、
昨
年
四
月
発
足
し
た
大
学

院
（
博
士
課
程
）
自
然
科
学
研

究
科
環
境
科
学
専
攻
に
も
緑
地

環
境
講
座
に
環
境
植
病
学
・
環

境
昆
虫
学
・
環
境
農
薬
学
と
し

て
三
講
座
が
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
前
哨
と
し
て
、
昭
和
五
三

年
度
に
は
、
奥
谷
は
環
境
庁

の
委
託
に
よ
り
、
第
二
回
自
蛛

環
境
保
全
基
礎
調
査
動
物
部
の

一
部
昆
虫
類
の
全
国
調
査
を
指

揮
し
、
そ
の
成
果
は
大
蔵
省
印

刷
局
よ
り
「
日
本
の
重
要
な
昆

虫
類
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

る
ｃ
ま
た
、
農
薬
学
第
・
・
一
代
Ｈ

松
中
教
授
は
国
際
雑
単
挙
会
会

技
を
引
受
け
、
国
際
的
な
雑
草

防
除
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
折
々
と
進
腰
す

る
研
究
面
の
巾
の
広
が
り
は
蒜

と
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

鈩
冤
室
ご
身
多
多
シ
ご
ｚ
夛
身
を
易
冬
乞
乞
づ
ぞ
乙
乏
壱
ご
乞
乏
壱
〆
多
乏
壱
〆
毛
乞
乞
〆
を
シ
ダ

昭和56年度

篠
一
云 役

一
ハ

＝

員

会
副

会 西川欣-(Al)

東 順三(C1)

長

副会長

常任幹事

幹事長

庶務

会計庶
務

▼
役
貝
会
報
告

昭
和
弱
年
４
月
閉
日

定
期
役
員
会
於
金
龍
閣

○
昭
和
別
年
度
経
過
報
告
な

ら
び
に
会
計
報
告

○
昭
和
弱
年
度
役
員
選
出

○
神
大
会
館
設
立
の
経
過
報

生
ロ

昭
和
弱
年
７
月
Ｍ
日

常
任
幹
事
会
於
農
学
部

○
入
会
金
納
入
状
況
に
つ
い

て
○
「
六
篠
会
報
」
編
集
方
針

に
つ
い
て

○
神
大
学
友
会
に
つ
い
て

昭
和
弱
年
４
月
記
日

定
期
役
員
会
於
農
学
部

○
昭
和
弱
年
度
経
過
報
告
な

ら
び
に
会
計
報
告

○
昭
和
弱
年
度
役
員
選
出

○
昭
和
稲
年
度
事
業
計
画

専 攻 大輯座 教冑研究分野 学部鱗座
(C5)

(C10)
(A3)
(A神3)

(Z6)
(C15)
(A12)
(C16)
(Kl)
(A7)
(A2)
(C2)

(C2)

(C5)
(Z5)

(A6)
(C7)
(Z12)

(A13)

(T神4)

(A神6)

(A6)
(C7)
(Z12)

(A13)

(T神4)

(A神6)

新家 龍

中田昌伸

前川 進

寺井弘文

氷上雄三

脇内成昭

山本博昭

上垣 豊

切貫武代司

浦岡 睦

石田陽博

久保一兵

能宗康夫

藤井 聡

進藤 恭

北浦義久

酒井 進

辻 荘一

永吉照人

山本和人

三十尾修司

北浦義久

酒井 進

辻 荘一

永吉照人

山本和人

三十尾修司

資源生物科学 生物生産 熱帯資源植物学
資源植物育種学
草本植物生産学
木本植物生産学

熱帯有用植物学
作物育種学
作 物 学
果樹園芸学

資源利用 資源保蔵学
資源利用経済学
食糧牛産管理学

保蔵加工学
農業経済学
農業経営学 会報

名簿 ’’
環境科学 緑地環境 環境植物学 花卉蔬菜園芸学

編
集
後
記

会
員
諸
兄
に
は
お
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

六
篠
会
報
第
３
号
を
昭
和
弘

年
吃
月
に
発
行
し
て
以
来
、
３

年
ぶ
り
に
第
４
号
を
お
届
け
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
会
計
報
告
は
２
年
分
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
第
１
面

は
全
体
ニ
ュ
ー
ス
、
第
２
面
は

会
員
の
ペ
ー
ジ
、
第
３
面
は
特

集
記
事
、
第
４
面
は
事
務
局
関

係
記
事
を
一
応
の
目
安
に
し
て

編
集
致
し
ま
し
た
。
第
２
面
の

記
事
に
つ
い
て
は
、
一
部
は
「
会

報
」
担
当
よ
り
依
頼
し
て
原
稿

を
書
い
て
載
き
ま
し
た
。
第
１

面
の
学
部
長
挨
拶
、
第
４
面
の

学
部
紹
介
の
記
事
は
、
お
忙
し

い
お
二
人
の
先
生
に
無
理
を
●
言

▼
計
報

望
月
明
先
生
（
神
大
名
誉
教

授
・
防
疫
遺
伝
学
）
は
昭
和
五

十
五
年
六
月
二
十
一
日
脳
出
血

の
た
め
逝
去
さ
れ
、
京
都
市
左

京
区
一
番
地
樋
ノ
ロ
町
二
十
二

の
自
宅
で
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
享
年
六
十
五
歳
で
し
た
。

小
泉
武
紀
先
生
（
元
農
業
機

械
学
講
師
）
は
昨
年
九
月
十
三

日
ク
モ
膜
下
出
血
の
た
め
逝
去

さ
れ
、
岩
手
県
盛
岡
市
下
厨
川

赤
平
四
番
地
の
自
宅
で
葬
儀
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
享
年
四
十
五

歳
で
し
た
。

こ
、
に
謹
ん
で
両
先
生
の
御

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

報
告

監
幹

，
Ｉ 幹

事

事

っ
て
書
い
て
載
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
不
慣
れ
な
た
め

出
来
ば
え
の
悪
い
会
報
を
お
届

け
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

会
員
譜
兄
の
益
々
の
ご
発
腔

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

っ
て
書
い
て
載
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
不
慣
れ
な
た
め

出
来
ば
え
の
悪
い
会
報
を
お
届

け
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

会
員
譜
兄
の
益
々
の
ご
発
腔

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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収支対照表

一
室
一
室 計 報計 報

土
巨
土
巨

昭和55年度六篠会学術振興基金決算報告香昭和55年度六篠会学術振興基金決算報告香
本年度支出金

次年度へ繰越
合 針

本年度支出金

次年度へ繰越
合 針

前年度繰越金
本年度人金
合 針

前年度繰越金
本年度人金
合 針

０
２
２

５
４
９

９
９
８１

０
２
２

５
４
９

９
９
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５
２
７

１
３
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３
３
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５
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１
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３
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６
６
２

７
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４
４
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６
１
７

０
４
４

４
２
６

６
１
７

０
４
４

４
２
６

１
１
１
１

予算額決算細予算額決算細

前 年 度 繰越 金
一般会計より繰入れ

記念出版物特別会計より繰入れ
畝 金 利 子
へ 計画

前 年 度 繰越 金
一般会計より繰入れ

記念出版物特別会計より繰入れ
畝 金 利 子
へ 計画

４
０
０
８
２

０
０
４
２
７

８
０
７
９
４

Ｐ
９
９
ｆ
ｐ

２
０
２
７
３

４
０
３
４
２

９
１
３
１
５
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ゥ

４
５

４
０
０
８
２

０
０
４
２
７

８
０
７
９
４

Ｐ
９
９
ｆ
ｐ

２
０
２
７
３

４
０
３
４
２

９
１
３
１
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ワ

ゥ

４
５

“
“
”
卯
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８
０
０
０
８

，
り
り
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？

２
０
０
０
２

４
０
４
５
３

９
１
３
１
５
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４
ａ
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“
”
卯
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８
０
０
０
８

，
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り
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？

２
０
０
０
２

４
０
４
５
３

９
１
３
１
５

？

４
ａ

収入の部収入の部

f算如決算細f算如決算細

前年度繰越金
人 会 金

〃i 金 利 子

稚 収 入

合 計

前年度繰越金 476,406 476,406

６

406

６

０
０
０
６

０
０
０
０
０

４
０
０
０
４

Ｐ
Ｄ
９
ｐ
ｐ

６
０
５
２
３

７
２
０

４
１
６
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１

１

000

241

000
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４
２
０
２

７
７
１
３
９

４
３
８

山
１

驍杳の結果誤りないことを認める。

昭和56年4月20日 浦岡 睦

切貫武代両］

創立30周年記念事業会計決算報告書

収入の部
④
④

支出の部 予算甑決算恕

J参算甑 決算都i 界 金 細 10
記念出版物
|刺友会返金
預 金 利 子

雑 収 入
'△ 計 lOr。

10 ３
３
３
１
１

３
６
２
１
３

９
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ワ

６
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０
７
８
７
０
２

３
３
２
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収支対照表
教育研究援助費

展学部活動援助賛
一・ 級事業賛

一一 般事務渋

会 』義 淡
‘鮒 金

旅 費

嵯 弔 鋭

神人学皮会鯨調査鋭
雑 賛

-f 備 費

学術振興基金へ繰入れ
合 計

０
０
０

０
０
０

０
０
Ｏ

Ｐ
Ｐ
凸

０
０
０

０
０
５

１
１
３

卯
“

0

100，000

482，970

22，585

69，950

13，330

28．930

25．950
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0
0

100.000
950．315

”
“
”
”
”
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妬
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
０
３

０
５
０
９
３
３
２
５
１
２
０
０

１
３
６
１
１
６

０
０
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本年度支出金
次年度へ繰越

合 計

前年度繰越金

本年度入金
合 計

７
６
４

２
７
０

８
４
３１

１
６
７

６
０
６

９
４
３

８
９
７

６
９
６

７
５
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６
７
４

３
６
０

２
３

１
１
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０
０
０
５
０
０
０
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６
９
９
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３
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２
５
８
０
１
９
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り
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６
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３
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３
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７
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４
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皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

”
帥
”
叩
”
“
印
釦
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０
０
４
１
１
１
２
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５
４
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費
金
費
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経
金
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人
叶

越 ８
０
９
０
７

６
０
３
６
６

７
０
４
１
３

も
９
９
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０
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３
５
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９
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人
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鋳
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８
０
０
０
８

６
０
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０
６

７
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０
０
７

９
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Ｄ
Ｆ
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６
０
３
２
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３
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１
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収入の部
支出の部

誰算細決算細
決算甑算如I 昭和54年度六篠会学術振輿基金決算報告害

念出版物光」
収

金 利

金
人
子
針

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
１
１

サ
や
凸

０
０
０

５
１
６

３
３

０
０
０
０

０
０

１

１

？

０
０

４
４

３
３

韮
稚
筑
合

教育研究援助費

農学部活動扱助費
一般事業費
一般事務費

会 雛 鋭
謝 金

旅 我

慶 弔 賛

雑 費
予 備 俊

持協11会計へ繰入れ
へ jヤロ

、
叩
卯
卯
帥
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”
帥
“
鑓
“
“

０
０
０
０
０
０
０
０
０
７
０
７

０
０
０
０
０
０
０
５
０
６
０
１

０
０
３
０
５
８
３
１
１
２
４

１
１
２
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34，110
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17，620
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予算額決算額

前 年 度 繰越 金
一般会計より繰入れ

畝 金 利 子
30)制年記念事業会計より繰入れ
へ 誠ロ

２
０
２
０
４

７
７
６
０

９
５
２
８

３
２
６
２

７
０
６
４

８
１
９
９

２
Ｌ
４
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叩
叩
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９
０
０
９

３
０
２
５

７
２
２
１

８
１
０

２
３

0

0

0
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支出の部

予算甑決算細

事 務 賛

学伸j振興基金へ繰入れ
予 備 費

合 針
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４
０
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二とを認めます。

藤井 聡

浦岡 睦

藍杳の結果誤りなL
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